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1.はじめに 

 近年,気象変動により短時間における集中豪雨が増

加傾向にある.それと同時に都市化が進み建造物やコ

ンクリート,アスファルトに覆われた面積が増加し,
都市における雨水の貯留,浸透機能が減少している.
これにより,集中豪雨の際には降った雨が一気に河川

へと流れ込み,河川が氾濫し都市型水害が発生しやす

くなっている.福岡市でも平成 11 年と平成 15 年には

記録的な集中豪雨により浸水被害に見舞われた.その

一方で福岡市は昭和 53 年と平成 6 年に渇水による

長期的な給水制限も経験している.このような経験か

ら,平成 26 年 5 月 1 日に雨水の利用に関する推進法

「雨水利用推進法」1)の施行や,地域ごとの集中的な

対策と役割分担等を定めた｢100mm/h 安心プラン｣2)

が策定され,雨水の貯留,浸透,有効活用を行うことが

都市型水害の抑制に欠かせないという認識が広がっ

ている. 
また,人口減少社会を迎え,地域コミュニティの衰退

や大規模なインフラ整備が望めないことから災害対

応能力の低下が懸念される. 
このことから,これまでの災害を防止することを目的

とした構造物に依存した社会資本整備に加え,生態系

や景観に配慮した持続可能で多世代の交流の場や社

会・経済活動へ繋がる多様性を持った社会資本整備

が求められている. 
 

2.研究目的 

 グリーンインフラとは 
本研究では多様性を持つ社会資本としてグリーン

インフラに着目した.グリーンインフラは自然環境の

持つ力や仕組みを活かした社会資本整備,防災減災,
国土管理ととらえられており,社会資本の効率的な利

用,維持管理コストの低減,環境保全,社会・経済活動

の振興につながると考えられている 3) . 
 雨庭とは 
グリーンインフラの中でも今回は雨庭を作ること 

を目指す.1990 年に治水対策としてアメリカで生ま

れたもので,海外では広く普及しつつある.アスファ

ルトや屋根に降った雨を集めて一時的に貯留し,浸透

させるための都市空間における庭(植栽空間)のこと

である 4) . 

 
図-1 雨庭の施行例 5） 

 本研究では雨水タンクを備えた「あまみず科学セ

ンター」と連携した雨庭をつくることで,雨水の貯留・

浸透及び活用を行い,雨水の循環システムの実現を図

る. 
それにより治水効果の検証,利水効果の提案,環境効

果の検証を行い,グリーンインフラの多機能性を確

認することを目的とする. 
 

3.実験対象 

 福岡大学のキャンパス内にある｢あまみず科学セ

ンター｣では新技術「穴あき雨水タンク」を設置し

ている. 

 
図-2 あまみず科学センター 

穴あき雨水タンクは,コンクリートブロック積み上げ

た３槽のタンク（約 6.5 ㎥）からなり,第三槽には下

部から 23cm の高さにバルブ式の流出穴を設置して

いる.穴から下部の貯留分は利水容量,上部は治水容

量と明確に区分でき,確実に治水容量を確保すること

ができる 6）. 
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図-3 穴あき雨水タンクの構造 

 
図-4 雨水科学センター及び雨庭による水循環模式図 

4.研究方法 

(1)オリフィスの流量測定による H-Q 式の作成 
 最高水位からオリフィスの下端までの直接流出量

を水深 2.5cm 毎に重量と採水時間を測定することに

より水槽内における H-Q 式を作成する. 
(2)雨水利用収支計算 

 貯水槽の治水容量と利水容量の適正容量を提案す

る為に,集中豪雨時,渇水時,降雨が多い夏季の降雨量

として過去に福岡市で発生した①〜④の期間の降雨

量データをもとに H-Q 式を用いて貯水量を算出. 
①九州北部豪雨が起きた平成 21 年 7 月 23 日～25 日 

②大渇水が起きた昭和 53 年 5 月～昭和 54 年 3 月 

③平成 28 年 6 月～8月の 1日降雨量 

(3)雨庭の構造設計 

雨水の用途を庭の散水,太陽光パネルの冷却水,洗
車等をとして治水容量・利水容量を決定.また,水質

を検査し実際の利用可能性を検討. 
5.研究結果 

(1)実験から得た値をもとに H-Q 式を作成した. 
H-Q 式：Q  =  0.0012 × ( H － 0.23)0.5 
この式を用いて,①平成 21 年の 7月 23 日～25 日の

降雨量における降雨量と貯水量の関係を図-5 に表

す. 

 
図-5 平成 21 年 7 月の降雨量及び貯水量推移 

この図からピーク流量を１時間遅らせることができ

ることがわかる. 
②渇水時(利水は太陽光パネルの冷却のみ) 

タンクの利水容量が約 2.5m3であるのに対して平均

貯水量は 0.5m3であり,貯まった水は 1日～2日の間

にすぐに空になっており,利水用途に水が十分に使え

ていなかった. 
③夏期（利水は太陽光パネルの冷却のみ） 
夏期の貯水量も平均値が 0.5m3 であり雨量が少ない

日が続くとすぐにタンクが空になっていたが,梅雨時

期の 6 月～7 月半ばは安定して利水できた. 
 (2)タンク内の雨水の水質 

表-1 貯留槽の水質検査結果 

 
流入槽から利水槽に行くに連れて濁度が高くなって

いることがわかる.一方で SS はあまり高くないこと

から，汚濁の原因が 2mm 以上の粒子であるとわか

る．また,全水槽の COD の値が高く汚濁しているこ

とがわかる. 
6.まとめ 

 現時点での研究結果から,利水槽と治水槽を分ける

ことで集中豪雨時にピーク流量を確実に遅らせるこ

とができることがわかった.また利水効果については

水の使用頻度の調整や漏水の対策など実際に使うに

は改善の余地があるが,1 日 0.5m3 の使用を目安に庭

の散水,洗車を行うことができる. 
治水・利水容量については更に様々な降雨条件にお

ける場合を検討する必要がある.水質については,汚
濁の原因は第三槽側の樹木から落ちた花粉,木の実,
葉がタンク内に入り込んでいることが考えられる.散
水以外の目的で雨水を利用する場合,ろ過やタンク内

へ異物が入りにくくする対策が必要であると考える. 
この研究の一部は JST-RISTEX(研究代表者：島谷

幸宏)による助成で行われた研究である.ここに記し

て謝意を表す. 
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